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大

陸
（
満

州
）

緒
戦
を
終
え
、
満
州
へ

愛
知
県

藤

田

利

雄

は
じ
め
に

私
の
戦
争
体
験
は
「
平
和
の
礎
」
第
十
一
巻
（
平
成
十

二
（
二
〇
〇
〇
）
年
）
に
一
度
〞
比
島
戦
線
・
従
軍
記
〝

撃
兵
団
と
し
て
掲
載
し
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
度
は
「
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
八
月
よ
り
、

昭
和
二
十
年
十
一
月
鹿
児
島
上
陸
、
復
員
ま
で
を
除
外
し

て
」、
初
年
兵
入
隊
以
来
の
労
苦
を
申
し
述
べ
、「
平
和
の

礎
」
の
一
頁
に
で
も
と
思
い
ま
す
。

私
は
神
戸
の
兵
庫
区
に
て
誕
生
し
、
大
阪
の
布
施
に
て

成
長
し
ま
し
た
。
四
人
の
男
兄
弟
の
四
男
で
し
た
。
義
務

教
育
終
了
後
、
府
立
都
島
工
業
中
等
学
校
を
経
て
、
旧
制

京
都
工
芸
専
門
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
家
業
は
土
建
業

で
し
た
が
、
業
界
は
日
進
月
歩
の
発
展
の
一
途
を
進
み
、

父
親
が
鉄
工
業
に
も
手
を
出
し
、
手
広
く
業
績
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。

大
正
時
代
の
恐
慌
か
ら
昭
和
初
期
の
大
不
況
時
代
に
、

一
人
頰
笑
む
輩
は
、
軍
隊
の
陸
軍
や
海
軍
部
に
取
り
入
っ

た
工
業
・
産
業
・
商
業
関
係
組
織
で
し
た
。
私
は
家
業
の

手
助
け
半
分
、
遊
び
（
レ
ジ
ャ
ー
）
半
分
で
、
自
家
用
自

動
車
を
乗
り
回
す
た
め
に
運
転
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
後
で
大
変
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
頃
は
知
る
よ
し
も
な
い
こ
と
で
し
た
。
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日
本
男
子
の
一
大
義
務
の
徴
兵
検
査
、
昭
和
十
五
年
徴

集
で
す
。
大
阪
の
小
坂
で
行
わ
れ
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
あ
ま
り
頑
健
で
な
い
た
め
に
「
第
二
乙
種
合
格
」

（
第
一
補
充
兵
）
で
し
た
。
軍
隊
経
験
の
あ
る
先
輩
が

「
第
一
補
充
は
現
役
よ
り
先
に
召
集
が
来
る
ぞ
」
と
い
う

通
り
に
、
昭
和
十
六
年
五
月
に
教
育
召
集
令
状
が
来
ま
し

た
。
教
育
召
集
の
令
状
は
「
白
紙
」
で
し
た
。
三
カ
月
の

体
験
入
隊
だ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

中
部
第
四
十
九
部
隊
の
留
守
部
隊
で
、
兵
庫
県
青
野
ケ

原
に
あ
る
「
戦
車
部
隊
」
で
し
た
。
入
隊
翌
日
に
全
員
に

任
務
部
署
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
第
一
番
に

戦
車
搭
乗
員
が
選
出
さ
れ
、
自
分
は
自
動
車
免
許
証
所
持

者
で
し
た
の
で
一
番
先
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
自

動
車
要
員
（
歩
兵
訓
練
）
及
び
後
方
段
列
（
弾
薬
・
糧
秣

輸
送
）
等
々
で
し
た
。

戦
車
搭
乗
者
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
あ
の
鉄
の

箱
の
中
で
、
身
動
き
ひ
と
つ
で
き
な
い
状
態
で
の
訓
練

は
、
大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
自
動
車
組
も
大
変
厳
重

な
教
育
で
、
夜
間
内
務
班
に
て
涙
を
流
し
て
い
る
戦
友
も

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
古
年
次
兵
の
私
的
制
裁
に
よ
る
も
の

で
し
た
。
そ
の
点
、
自
分
の
よ
う
に
戦
車
乗
り
に
は
比
較

的
寛
大
（
依

贔
屓
）
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
三
カ

月
の
教
育
期
間
だ
け
だ
、「
辛
抱
」
し
て
帰
る
の
だ
と
戦

友
達
で
話
し
、
一
生
懸
命
訓
練
に
精
励
し
ま
し
た
。

あ
る
時
、
教
官
か
ら
呼
び
出
さ
れ
、
中
隊
長
室
に
お
い

て
「
藤
田
、
貴
様
は
幹
部
候
補
生
を
受
験
せ
よ
」
と
す
す

め
ら
れ
ま
し
た
。
職
業
軍
人
を
忌
避
し
、
一
日
も
早
く
帰

宅
を
望
ん
で
い
る
と
は
申
せ
ず
、
た
だ
「
自
分
は
一
兵
士

で
国
家
に
御
奉
公
申
し
上
げ
ま
す
」
と
申
し
述
べ
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
翌
日
、「
教
育
召
集
解
除
」
即
「
臨
時

召
集
」
に
と
切
り
代
わ
り
、
全
員
が
戦
車
第
六
連
隊
補
充

要
員
と
な
っ
た
の
で
す
。

昭
和
十
六
年
十
月
、
外
地
出
動
の
命
令
が
発
せ
ら
れ
ま

し
た
。
◯秘
の
行
動
で
し
た
。
各
人
・
家
族
宛
に
遺
書
と
遺

髪
を
封
筒
に
入
れ
て
提
出
、
そ
れ
は
中
隊
長
室
に
保
管
さ

れ
ま
し
た
。
精
神
的
に
は
極
度
に
緊
張
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
下
は
、
前
述
の
「
平
和
の
礎
」（
第
十
一
巻
）
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に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

昭
和
十
七
年
二
月
十
五
日
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
ま

で
、
馬
来
戦
線
に
従
事
し
ま
し
た
。
な
お
英
軍
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
ブ
キ
テ
マ
高
地
は
難
攻
不
落
の
要
塞
で
し
た
。

大
砲
の
弾
丸
を
、
い
く
ら
撃
ち
込
ん
で
も
微
動
だ
に
せ

ず
、
敵
も
健
闘
し
て
い
ま
し
た
。
友
軍
の
臼
砲
に
よ
っ
て

「
ド
ラ
ム
缶
」
の
よ
う
な
火
災
用
弾
薬
を
打
ち
込
み
ま
し

た
。
弾
道
が
直
上
・
直
下
形
と
い
う
も
の
で
、
敵
陣
の
頭

上
か
ら
滝
の
ご
と
く
火
焔
が
要
塞
に
流
れ
込
ん
だ
の
で

す
。
さ
し
も
の
敵
陣
も
白
旗
を
打
ち
振
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
達
の
戦
車
も
、
こ
の
海
峡
を
渡
る
の
に
い
か
に
す

べ
き
か
と
思
案
し
て
い
ま
す
と
、
工
兵
隊
が
鉄
船
に
て

（
人
柱
の
ご
と
く
）
橋
粱
を
架
設
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
友
軍
の
温
か
い
涙
の
犠
牲
的
精
神
に
て
戦
車
は
対
岸
に

渡
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
数
日
前
に
は
、
歩
兵
部
隊
の
突
撃
隊
が
先

陣
を
切
っ
て
馬
来
半
島
を
南
下
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
目

指
し
た
銀
輪
（
自
転
車
）
部
隊
が
猛
進
軍
を
し
た
こ
と

は
、
日
本
国
中
に
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
た
と
か
、
後
日
聞
き

ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
後
の
翌
昭
和
十
七
年
二
月
十
五

日
、
対
ロ
シ
ア
戦
線
増
強
の
た
め
に
、
我
が
戦
車
部
隊
に

は
北
満
へ
移
動
命
令
が
出
ま
し
た
。
良
好
な
港
湾
設
備
が

あ
れ
ば
移
動
、
乗
艦
も
簡
単
に
出
来
得
る
の
で
す
が
、
小

さ
な
桟
橋
の
場
合
は
一
度
艀
に
乗
せ
て
本
船
へ
搬
入
と
な

る
の
で
す
。

日
本
軍
の
九
五
式
戦
車
は
六
・
五
ト
ン
の
重
量
が
あ

り
、
五
七
ミ
リ
砲
一
門
、
重
機
関
銃
二
銃
を
備
え
、
一
七

〇
馬
力
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ソ
連
（
ロ
シ
ア
）
の
戦
車

は
、
Ｔ
三
四
型
の
中
戦
車
と
Ｋ
Ｖ
型
の
重
戦
車
は
三
七
ト

ン
で
、
ま
る
で
鋼
鉄
の
山
が
動
く
ご
と
し
で
し
た
。
米
軍

の
Ｍ
三
、
Ｍ
四
は
強
力
な
重
火
器
を
搭
載
し
、
三
七
ト
ン

か
ら
四
〇
余
ト
ン
の
強
力
な
戦
車
で
し
た
。
ま
る
で
横
綱

に
対
す
る
幼
児
の
ご
と
く
で
、
こ
の
こ
と
は
軍
の
上
層
部

で
は
な
に
を
考
え
て
い
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

昭
和
十
四
年
五
月
十
一
日
、
外
蒙
古
ノ
モ
ン
ハ
ン
に
て

日
本
と
ソ
連
の
戦
闘
（
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
変
）
の
あ
っ
た
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時
、
ソ
連
戦
車
の
一
方
的
進
攻
に
な
す
す
べ
な
く
、
第
二

十
三
師
団
が
壊
滅
し
た
の
で
し
た
。

「
機
甲
作
戦
要
務
令
」
の
戦
闘
の
要
訣
は
「
偉
大
な
る

機
動
力
と
突
貫
的
攻
撃
力
を
以
て
急
襲
し
一
挙
に
こ
れ
を

殲
滅
す
る
に
在
り
」
と
大
迎
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

「
敵
戦
車
の
側
面
、
背
面
に
包
囲
機
動
し
、
あ
る
い
は
障

害
物
通
過
時
は
弱
点
な
る
を
求
め
る
な
ど
に
つ
と
め
て
主

導
的
放
胆
な
行
動
せ
よ
」
と
、
忍
者
作
戦
の
ご
と
き
「
戦

訓
」
も
在
り
ま
す
。
彼
我
戦
車
の
性
能
・
格
差
を
熟
知

し
、
周
到
な
る
戦
闘
準
備
が
「
戦
車
運
用
の
鉄
則
」
で

す
。
戦
車
運
用
作
戦
「
一
車
進
ま
ざ
れ
ば
一
車
を
捨
て
、

二
車
進
ま
ざ
れ
ば
二
車
を
捨
て
、
友
軍
た
り
と
敵
た
り
と

問
わ
ず
、
乗
り
越
え
、
踏
み
越
え
驀
進
あ
る
の
み
。
側
面

攻
撃
は
不
断
受
け
る
も
の
と
覚
悟
せ
よ
、
停
止
応
戦
は
、

全
滅
を
ま
ね
く
、
よ
っ
て
厳
禁
す
」
と
あ
り
、
な
お
挺
進

赴
難
、
進
襲
突
進
「
こ
れ
戦
車
精
神
の
神
髄
な
り
」
で
し

た
。昭

和
十
七
年
四
月
、
六
、
七
〇
〇
ト
ン
級
位
の
輸
送
船

（
戦
時
標
準
船
）
に
乗
船
、
関
東
州
の
大
連
港
に
上
陸
し

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
列
車
に
て
公
主
嶺
の
旧
陸
軍
戦
車
学

校
に
行
き
、
こ
こ
で
一
時
駐
留
し
ま
し
た
。
以
来
、
部
隊

単
位
の
猛
訓
練
が
日
夜
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
九
月
に
東
部
国
境
地
帯
の
要
衝
勃
利
（
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
対
策
）
に
駐
屯
し
ま
し
た
。
部
隊
名
称

は
満
州
第
三
百
七
十
三
部
隊
で
、
馬
来
進
攻
作
戦
編
成
が

解
除
と
な
り
、
平
時
編
成
と
な
り
、
自
分
は
本
部
所
属
か

ら
、
第
一
中
隊
本
部
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
職
務
は
従
来

通
り
連
隊
本
部
勤
務
で
、
演
習
出
動
時
は
副
官
戦
車
の
操

縦
士
で
、
概
ね
本
部
車
廠
に
常
住
し
て
、
車
輛
整
備
・
点

検
等
を
行
い
、
常
時
出
動
可
能
体
制
を
維
持
す
る
と
い
う

勤
務
に
従
事
し
ま
し
た
。
そ
し
て
関
東
軍
特
別
大
演
習

（「
関
特
演
」
と
云
う
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
時
点

で
、
満
州
在
住
軍
団
の
総
数
は
「
百
万
人
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

日
本
内
地
の
各
留
守
部
隊
も
大
動
員
を
行
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
勿
論
、
現
地
の
大
演
習
も
大
変
な
も
の
で

し
た
。
中
に
は
昼
夜
転
倒
と
い
っ
て
、
夕
闇
迫
る
頃
に
起
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床
喇
叭
が
響
き
渡
り
、
反
対
に
東
天
が
白
み
東
雲
を
透
か

し
て
一
条
の
光
が
大
地
に
流
れ
る
時
に
、
消
燈
喇
叭
で
就

寝
し
ま
し
た
。
夜
半
の
天
空
に
は
腕
を
上
げ
る
と
北
斗
七

星
に
手
が
届
く
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
夏
季
は
大
変
難
渋
し
ま
し
た
。
河
川
や
沼
・
湿

地
が
多
く
あ
っ
て
、
こ
れ
が
戦
車
の
進
行
の
妨
げ
に
な

り
、
行
動
不
能
と
な
り
ま
す
。
機
甲
令
に
あ
る
ご
と
く

「
不
動
戦
車
は
自
爆
し
た
の
と
同
一
」
で
す
。

反
転
し
て
冬
季
間
は
大
地
は
凍
て
付
い
て
鋼
の
ご
と
く

に
な
り
、
丘
も
河
も
沼
も
す
べ
て
進
撃
に
支
障
な
く
行
動

可
能
で
し
た
。
但
し
零
下
三
〇
度
に
も
な
る
と
戦
車
の
機

関
が
凍
る
よ
う
に
な
っ
て
、
始
動
が
で
き
な
く
な
る
た
め

に
、
夜
間
は
二
〇
分
間
隔
で
始
動
し
暖
め
る
の
で
す
。
各

中
隊
は
兵
員
が
多
い
か
ら
協
力
し
な
が
ら
交
代
で
行
う

が
、
本
部
は
操
縦
手
が
少
な
い
た
め
に
、
毎
日
睡
眠
不
足

に
な
っ
て
苦
労
し
ま
し
た
。

ま
た
、
進
行
に
は
高
速
行
動
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
凍
結

路
上
の
走
行
は
滑
り
防
止
の
鋲
を
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
に
着
装

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
鋲
の
数
量
が
防
滑
並
に
速

度
に
深
く
関
係
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
時
点
で
の
判

断
は
非
常
に
難
し
く
、
そ
の
判
断
は
熟
練
し
た
（
身
体
で

体
験
し
た
）
操
縦
士
の
み
知
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

昭
和
十
八
年
九
月
、「
絶
対
国
防
圏
確
保
」
の
方
針
が

大
本
営
で
決
定
さ
れ
、
関
東
軍
司
令
官
よ
り
通
達
が
参
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
は
「
爾
今
、
我
が
部
隊
は
訓
練
の
重
点

目
標
を
南
方
に
向
け
、
対
ア
メ
リ
カ
軍
戦
闘
に
置
く
」
と

明
示
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
愛
車
に
は
連
隊
副
官
、
戦
車
長
中
尉
、
無
線
通

信
係
（
暗
号
解
読
）
将
校
、
砲
手
下
士
官
、
重
機
関
銃
手

と
自
分
の
操
縦
士
と
計
六
人
が
常
時
常
務
し
て
い
ま
し

た
。
弾
薬
類
は
、
砲
弾
八
〇
発
、
銃
弾
一
五
〇
〇
発
を
常

備
し
、
弾
倉
庫
に
予
備
弾
薬
一
〇
〇
発
と
銃
弾
四
〇
〇
〇

発
を
備
え
、
ま
る
で
動
く
弾
薬
庫
の
ご
と
し
で
し
た
。
だ

か
ら
敵
弾
を
一
発
喰
え
ば
自
爆
炎
上
で
す
。
そ
し
て
敵
の

集
中
砲
火
を
突
破
し
て
の
任
務
遂
行
は
操
縦
士
の
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
で
す
。

な
お
「
絶
対
国
防
圏
確
保
」
に
基
づ
い
て
、
種
々
の
指
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令
並
に
部
隊
の
移
動
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
関
東
軍
か
ら

南
方
戦
線
に
引
き
抜
か
れ
て
出
動
し
た
兵
科
部
隊
も
か
な

り
多
数
の
部
隊
で
し
た
。
我
が
戦
車
第
二
師
団
か
ら
も
、

戦
車
第
一
師
団
へ
移
動
し
た
中
隊
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

詳
細
な
序
列
は
、
帝
都
防
衛
と
し
て
大
本
営
・
第
一
総

軍
・
第
十
二
方
面
軍
・
第
三
十
六
軍
の
隷
下
部
隊
の
戦
車

第
一
師
団
（
拓
兵
団
）
で
し
た
。
こ
れ
に

じ
て
、
関
東

軍
各
兵
科
か
ら
も
か
な
り
の
兵
員
が
〞
帝
都
防
衛
〝
の
名

称
に
て
関
東
方
面
に
引
き
上
げ
て
行
き
ま
し
た
。
と
同
時

に
、
南
方
戦
線
へ
の
移
動
も
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
八
月
、
戦
車
第
六
、
第
七
、
第
十
連
隊
を

基
幹
と
す
る
戦
車
第
二
師
団
（
撃
兵
団
）
に
出
動
命
令
が

来
ま
し
た
。
行
先
は
マ
ニ
ラ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
で
し
た
。

自
分
の
戦
車
第
六
連
隊
・
副
官
車
は
実
に
よ
く
走
り
廻
っ

て
、
そ
の
任
務
を
最
大
限
に
発
揮
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
九
日
、
有
力
な
米
軍
機
動
部
隊
が
来

襲
し
、
米
軍
が
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
上
陸
以
来
約
三
カ
月

間
、「
撃
」
兵
団
は
防
戦
・
奮
闘
し
、
最
後
は
敵
弾
に
倒

れ
た
愛
車
に
点
火
、
爆
破
炎
上
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
自

分
は
こ
の
時
点
で
鉄
の
箱
の
戦
車
が
生
命
の
有
る
物
体
に

見
え
、
惜
別
の
情
が
胸
奥
に
走
っ
た
の
で
す
。
こ
の
死
に

物
狂
い
の
比
島
戦
記
は
既
刊
「
平
和
の
礎
」
第
十
一
巻
に

掲
載
済
で
す
。

わ
が
軍
歴
は
マ
レ
ー
作
戦
（
富
集
団
）、
満
州
警
備

（
機
甲
軍
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
・
玉
砕
戦
（
撃
兵
団
）

等
々
に
従
軍
参
戦
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
貴
重
な
体
験
で
今

も
五
体
の
中
に
あ
っ
て
冷
え
切
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
次
世

代
の
人
々
に
伝
え
た
い
熱
気
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
半
世
紀

を
経
た
今
も
、
私
の
戦
後
は
終
わ
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
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